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契
沖
の
仏
教
言
語
思
想
と
本
居
宣
長
─
心
と
事
と
言
語
の
関
係
を
廻
っ
て

─

清
田

政
秋

は
じ
め
に

　

本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
一
）
は
そ
の
学
問
を
歌
学
か
ら
始

め
、
や
が
て
言
語
の
研
究
へ
と
進
ん
だ
。
一
方
、
江
戸
期
前
半
、
儒

学
、
古
学
、
音
韻
の
学
、
悉
曇
学
等
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

代
潮
流
の
中
で
宣
長
の
言
語
観
は
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
に
契

沖
（
一
六
四
〇
〜
一
七
〇
一
）
と
の
出
会
い
が
あ
る
。
従
来
の
研
究
で

は
契
沖
の
宣
長
へ
の
影
響
を
考
察
す
る
と
き
、
歌
学
、
仮
名
遣
い
及

び
古
学
の
領
域
で
の
契
沖
の
実
証
的
方
法
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
来

た
。
一
方
、
契
沖
の
仏
教
学
に
論
及
す
る
研
究
は
少
な
く（

（
（

、
契
沖
か

ら
宣
長
へ
の
影
響
を
仏
教
の
視
点
で
考
察
す
る
研
究
は
皆
無
に
等
し

い
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
宣
長
が
仏
教

を
批
判
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
宣
長
自
身
の
語
り
方
で
あ
る（

（
（

。
契

沖
に
つ
い
て
た
と
え
ば
こ
う
言
う
。

近
代
難
波
ノ
契
沖
師
此
道
ノ
学
問
ニ
通
シ
、
ス
ヘ
テ
古
書
ヲ
引

証
シ
、
中
古
以
来
ノ
妄
説
ヲ
ヤ
フ
リ
、
数
百
年
来
ノ
非
ヲ
正

シ
、
万
葉
ヨ
リ
ハ
シ
メ
多
ク
ノ
註
解
ヲ
ナ
シ
テ
、
衆
人
ノ
惑
ヒ

ヲ
ト
ケ
リ
、
…
…
大
カ
タ
契
沖
ハ
中
興
ノ
歌
学
者
ト
ミ
エ
タ
リ（

（
（

、

（『
排
蘆
小
船
』）

こ
ゝ
に
難
波
に
契
沖
と
い
ひ
し
僧ホ

ウ
シぞ

、
古
書
を
よ
く
考
へ
て
、

古
ヘ
の
仮
字
づ
か
ひ
の
、
正
し
か
り
し
こ
と
を
ば
、
始
め
て
見ミ

得エ

た
り
し
、
凡
て
古

イ
ニ
シ
ヘ

学マ
ナ
ビの

道
は
、
此
ノ
僧
よ
り
ぞ
、
か
つ
が

つ
も
開
け
初ソ

メ

け
る
、
い
と
も
い
と
も
有
リ
が
た
き
功イ

サ
ヲに

な
む
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103　契沖の仏教言語思想と本居宣長

有
リ
け
る（

（
（

、（『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
）

　

こ
の
よ
う
に
契
沖
の
実
証
的
方
法
に
言
及
す
る
。
だ
が
『
古
事
記

伝
』
の
次
の
言
葉
が
注
目
さ
れ
る
。

抑
意コ

コ
ロと

事コ
ト

と
言コ

ト
バと

は
、
み
な
相ア

ヒ

称カ
ナ

へ
る
物
に
し
て
、
上
ツ
代
は
、

意
も
事
も
言
も
上
ツ
代
、
後
ノ
代
は
、
意
も
事
も
言
も
後
ノ
代
、

漢カ
ラ

国ク
ニ

は
、
意
も
事
も
言
も
漢
国
な
る
を
、
書
紀
は
、
後
ノ
代
の

意
を
も
て
、
上
ツ
代
の
事
を
記
し
、
漢
国
の
言
を
以
テ
、
皇ミ

国ク
ニ

の
意
を
記
さ
れ
た
る
故
に
、
あ
ひ
か
な
は
ざ
る
こ
と
多
か
る
を
、

此
記
は
、
い
さ
ゝ
か
も
さ
か
し
ら
を
加ク

ハ

へ
ず
て
、
古
ヘ
よ
り
云

ヒ
伝
ヘ
た
る
ま
ゝ
に
記
さ
れ
た
れ
ば
、
そ
の
意
も
事
も
言
も
相ア

ヒ

称カ
ナ
ヒて

、
皆
上
ツ
代
実マ

コ
トの

な
り（

（
（

、（
同
、
一
之
巻
）

　

ま
た
契
沖
に
次
の
言
葉
が
あ
る
。

い
つ
は
り
な
き
人
は
、
こ
ゝ
ろ
と
こ
と
は
と
あ
ひ
か
な
ふ（

（
（

、

（『
万
葉
代
匠
記
』「
初
稿
本
惣
釈
」）

事
有
れ
は
必
ず
言
有
り
。
言
有
れ
ば
必
ず
事
有
り（

（
（

。（『
和
字
正

濫
鈔
』「
漢
文
序
」）

　

こ
の
よ
う
に
宣
長
と
契
沖
に
と
っ
て
、
心
と
事
と
言
語
は
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
。
こ
の
言
語
観
に
仏
教
が
関
わ
っ
て
い
る
。
本
稿
で

は
契
沖
の
著
作
の
影
響
を
考
察
し
、
宣
長
の
言
語
観
形
成
に
仏
教
が

深
く
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み
た
い
。

　
『
和
字
正
濫
鈔
』
は
五
巻
か
ら
な
り
、
巻
一
は
「
漢
文
序
」
並
び

に
「
和
文
総
論
」
と
名
付
け
ら
れ
、
巻
二
か
ら
巻
五
ま
で
は
仮
名

遣
い
論
で
あ
る
。「
漢
文
序
」
は
仏
教
言
語
思
想
を
簡
潔
に
表
現
す

る
。
以
下
で
「
漢
文
序
」
を
中
心
に
、「
和
文
総
論
」
と
『
万
葉
代

匠
記
』「
惣
釈
」
を
参
照
し
て
、
契
沖
の
仏
教
言
語
思
想
、
特
に
心

と
事
（
物
・
出
来
事
）
と
言
語
の
関
係
を
検
討
し
、
宣
長
の
言
語
思
想

と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。

一　

契
沖
の
仏
教
言
語
思
想

1
　「
漢
文
序
」
と
真
言
密
教
及
び
俱
舎
・
唯
識
の
言
語
思
想

　

契
沖
の
門
人
に
安
藤
為た

め

章あ
き
ら（

一
六
五
九
〜
一
七
一
六
）
と
い
う
人
物

が
い
る
。
為
章
は
水
戸
藩
に
仕
え
、
徳
川
光
圀
の
命
を
受
け
て
契
沖

を
度
々
訪
問
し
門
人
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
為
章
に
は
歌
集
『
千ち

年と
せ

山や
ま

集し
ゆ
う』

七
巻
が
あ
る
。
宣
長
は
そ
の
巻
六
か
ら
契
沖
に
関
す
る
長

文
を
引
用
す
る
。
左
に
そ
の
一
部
を
引
く
。

円
珠
庵
契
沖
阿
闍
梨
と
申
す
世
す
て
人
、
真
言
瑜
伽
の
い
と
ま

に
、
神
書
歌
書
を
ひ
ろ
く
見
侍
り
て
、
こ
と
に
此
集
を
も
て
あ

そ
ひ
、
二
十
巻
の
歌
を
暗
記
し
侍
り
と
き
こ
し
め
し
て
、
…
…

代
匠
記
と
い
ふ
物
を
作
り
て
奉
り
し
に
、
…
…
契
沖
大
徳
は
、

瑜
伽
の
名
師
の
み
な
ら
す
、
歌
林
に
お
い
て
も
、
い
に
し
へ
今

又
な
き
駿
逸
に
し
て
、
故
水
戸
侯
西
山
中
納
言
梅
里
公
は
、
そ

の
伯
楽
と
い
ふ
へ
し
や
、
…
…
高
野
大
師
の
流
れ
を
う
け
て
、

事
教
の
二
相
を
つ
ま
ひ
ら
か
に
し
、
…
…
ゆ
た
か
に
両
部
の
奥
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義
に
い
た
り
、
な
ほ
波は

籮ら

提だ
い

木も
く

叉し
や

を
た
ふ
と
ひ
て
持
律
正
し
く
、

末
の
世
に
は
、
い
と
も
め
つ
ら
か
な
る
仏
門
の
麒
驥
に
て
そ
お

は
し
け
る（

（
（

、（『
本
居
宣
長
随
筆
第
十
巻
』。
傍
線
筆
者
、
以
下
同
）

　

傍
線
部
が
注
目
さ
れ
る
。
為
章
の
言
葉
通
り
、
契
沖
は
真
言
瑜
伽

の
理
論
・
実
践
に
優
れ
た
僧
侶
で
あ
り
、「
漢
文
序
」
は
真
言
密
教

の
言
語
観
を
語
る
。
江
戸
期
に
は
俱
舎
・
唯
識
学
が
大
乗
仏
教
の
基

礎
学
と
し
て
宗
派
を
超
え
て
学
ば
れ
た
か
ら
、「
漢
文
序
」
に
は
俱

舎
・
唯
識
の
言
語
観
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。　

　

更
に
契
沖
が
真
言
宗
以
外
の
他
宗
の
書
物
を
も
広
く
読
ん
だ
こ
と

は
、
為
章
の
随
筆
集
『
年ね

ん

山ざ
ん

紀き

聞ぶ
ん

』
末
尾
の
「
円
珠
庵
契
沖
阿
闍
梨

行
実
」
の
「
窺
二

諸
宗
ノ
章
疏
一

」
と
い
う
言
葉
か
ら
知
る
こ
と
が
で

き
る（

（1
（

。
2
　「
相
称
ふ
」
と
「
相
応
」

　

契
沖
は
「
あ
ひ
か
な
ふ
」
と
言
い
、
宣
長
は
「
相ア

ヒ

称カ
ナ

へ
る
」
と
言

う
。「
相
称
ふ
」
は
、『
古
事
記
伝
』
に
見
え
る
「
ア
ヒ
カ
ナ
ふ
」
の

訓
み
を
付
け
る
五
つ
の
言
葉
（「
相ア

ヒ
応カ

ナ
ふ
」「
相ア

ヒ
称カ

ナ
ふ
」「
相ア

ヒ
合カ

ナ
ふ
」「
合ア

ヒ

応カ
ナ

ふ
」「
相ア

ヒ
協カ

ナ
ふ
」）
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
皆
仏
書
に
あ
る
語
で
あ

り
、
意
味
を
同
じ
く
す
る
。
宣
長
は
様
々
な
仏
書
か
ら
採
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。「
相
称
ふ
」
は
「
相
応
」
と
同
義
で
あ
る
が
、
相
応
と

は
一
般
的
に
は
「
程
よ
く
つ
り
あ
う
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ

る
。
一
方
仏
教
で
は
、
釈
尊
の
滅
後
百
年
頃
か
ら
数
百
年
の
間
に

栄
え
た
部
派
仏
教
以
来
、
次
の
よ
う
に
「
離
れ
が
た
く
和
合
す
る
」、

「
互
い
に
合
致
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
。

問
、
相
応
と
は
、
是
れ
何
の
義
な
り
や
。
答
、
等
し
き
義
、

…
…
等
し
く
し
て
相
離
れ
ざ
る
義
、
…
…
等
し
く
和
合
す
る
の

義
、
是
れ
相
応
の
義
な
り
。
…
…
心
心
所
各
々
、
唯
だ
一
物
に

し
て
、
和
合
し
て
起
る
が
故
に
、
相
応
と
名
く
る
な
り（

（1
（

。（『
阿

毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
十
六
）

不
善
の
義
と
多
少
の
量
の
等
し
き
こ
と
、
函は

こ

と
蓋ふ

た

と
相
ひ
称
ふ

が
如
し（

（1
（

。（
同
、
巻
五
十
）

唇
の
色
、
頻び

ん

婆ば

果か

の
如
く
、
上
下
相
称
へ
る
こ
と
量は

か
りの

如
く
し

て
厳
麗
な
り
。（

（1
（

（『
往
生
要
集
』）

此
の
例
先
師
の
所
伝
に
相
協
へ
り
。（

（1
（

（『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』）

　

こ
の
よ
う
に
相
応
は
互
い
の
緊
密
な
関
係
を
い
う
。
と
こ
ろ
で

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
相
応
は
六
万
三
千
余
例
、
相
称
は
九
百
余

例
、
相
合
は
千
九
百
余
例
、
合
応
は
二
百
余
例
あ
る
。
し
か
し
相
協

は
三
例
の
み
で
あ
る
。
大
正
蔵
に
三
例
し
か
な
い
珍
し
い
用
例
の
一

つ
は
右
に
引
用
し
た
浄
土
宗
の
第
三
祖
良
忠
（
一
一
九
九
〜
一
二
八
七
）

に
よ
る
『
選
択
伝
弘
決
疑
鈔
』（
以
下
『
決
疑
鈔
』）
の
「
相
協
へ
り
」

で
あ
る
。
そ
の
表
現
と
、『
往
生
要
集
』
の
用
例
と
を
合
わ
せ
た
表

現
が
『
古
事
記
伝
』
に
あ
る
。

凡
て
言
は
、
弖テ

爾ニ

袁ヲ

波ハ

を
以
て
連ツ

ヅ
ク接

る
も
の
に
し
て
、
…
…
是

レ
を
用
る
さ
ま
、
上
下
相ア

ヒ

協カ
ナ

ひ
て
厳

オ
ゴ
ソ
カな

る
格サ

ダ

ま
り
し
あ
れ
ば（

（1
（

、
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105　契沖の仏教言語思想と本居宣長

（『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
）

　
『
決
疑
鈔
』
は
、
法
然
（
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
）
の
『
選
択
本
願

念
仏
集
』
を
解
釈
す
る
際
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
注
釈
書
で
あ

る
。『
古
事
記
伝
』
再
稿
本
で
は
「
相
叶
ふ
」
を
用
い
て
い
る
所
を

刊
本
（
本
居
宣
長
全
集
本
）
で
は
「
相
称
ふ
」、「
相
協
ふ
」
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
宣
長
は
再
稿
本
執
筆
以
後
に
、
何
ら
か
の
形

で
『
決
疑
鈔
』
の
「
相
協
ふ
」
と
い
う
珍
し
い
用
例
に
出
会
っ
た
可

能
性
が
高
い
。　

　

ま
た
『
日
本
書
紀
』
に
は
相
応
・
合
応
・
相
協
の
語
が
一
例
ず
つ

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
相ア

ヒ

応コ
タ
フ・

合コ
タ

応ヘ
テ

・
不
二

相ア
ヒ

協カ
ナ
ハ一

と
訓
む（

（1
（

。
宣
長
は
相

協
の
訓
み
に
つ
い
て
『
日
本
書
紀
』
を
も
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

さ
て
相
応
は
、
唯
識
思
想
を
理
解
す
る
上
で
の
重
要
語
で
あ
る
。

唯
識
派
に
お
い
て
、
相
応
と
は
心し

ん
（
識
）
と
心し

ん

所じ
よ

（
心
の
作
用
）
と
が

結
合
し
て
同
時
に
働
く
こ
と
を
い
う
。
心し

ん

所じ
よ

は
常
に
心
を
所
依
と
し

て
起
り
、
心
に
相
応
し
、
心
に
従
属
す
る
。
一
方
、
契
沖
は
心
と
言

語
は
相
応
の
関
係
に
あ
る
と
言
う
。
だ
が
心
と
心
所
の
相
応
と
は
異

な
っ
て
、
心
と
言
語
は
、
言
語
が
心
に
従
属
す
る
と
い
う
関
係
に
は

な
い
。心

の
愨か

く

実じ
つ

全
く
言
中
に
在
て
、
…
…
言
は
即
ち
心
也
。（「
漢
文

序
」）

　

即
ち
「
心
の
実ま

こ
と」

は
言
葉
の
中
に
あ
っ
て
、
言
葉
は
心
で
あ
る
。

つ
ま
り
言
語
表
現
が
心
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
心
と
言
語
は
不
可
分

の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

宣
長
の
「
意
と
事
と
言
と
は
み
な
相
称
へ
る
物
」
の
「
相
称
ふ
」

も
同
様
で
あ
り
、
心
と
事
と
言
語
は
不
可
分
の
関
係
に
な
る
。

3
　
事
と
言
語

　
「
漢
文
序
」
は
次
の
言
葉
か
ら
始
ま
る
。

日
本
紀
ノ
中
ニ
訓ヨ

ム
テ二

言
語
等
ノ
字
ヲ

一

云
フ

二

末マ

古コ

登ト
ト

一。
末
ハ
者
真マ

ナ

リ
也
。
…
…
古
登
ハ
者
与
二

事
ノ
字
一

訓
義
並
ヒ
通
ス
。
蓋
シ
、
至

理
具
シ
テ

レ

事
ヲ
翼
輪
相
ヒ
双
フ
。
有
レ
ハ

レ

事
必
ラ
ス
有
リ

レ

言
。
有

レ
ハ

レ

言
必
ラ
ス
有
リ
レ

事
。

故
カ
ル（
カ
ユ
ヱ
）ニ

古
事
記
等
常
ニ
多
ク
通
用
ス
、

　

契
沖
は
「
事
」
と
「
言
」
は
「
訓
義
並
ヒ
通
ス
」、
即
ち
相
通
す
る

関
係
だ
と
言
う
。
な
ぜ
事
と
言
と
は
相
通
す
る
の
か
。
そ
の
理
由
を

論
理
化
し
た
の
は
仏
教
の
言
語
思
想
で
あ
る
。『
俱
舎
論
』
は
、
事
、

物
、
そ
し
て
言
語
の
間
の
関
係
を
論
じ
る
。

此
の
有う

為い

法ほ
う

は
、
…
…
或
は
言ご

ん

依え

と
名
く
。
言ご

ん

と
は
謂い

は
く
語

言
な
り
。
此
の
所し

よ

依え

は
、
即
ち
、
名み

よ
うと

俱と
も

な
る
義ぎ

あ
り
。
是か

く

の

如ご
と

き
言ご

ん

依え

は
、
一い

つ

切さ
い

有う

為い

法ほ
う

を
摂せ

つ

す
。
…
…
或
は
有う

事い

と
も

名
く
。
因い

ん

あ
る
を
以
て
の
故
に
。
事じ

と
は
、
是こ

れ

因い
ん

の
義
な
り（

（1
（

。

（『
俱
舎
論
』
巻
一
）

　

言
い
換
え
れ
ば
、
有
為
法
、
即
ち
因
果
関
係
の
中
に
あ
る
諸
存

在
・
諸
現
象
の
一
切
が
「
事じ

」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
ら
は
み
な
名
を

有
し
、
言
い
表
す
名
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
存
在
す
る
。　

日本思想史学50-論文 清田政秋氏【再校】　　［出力］ 2018年9月21日　午後2時37分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



日本思想史学50〈2018〉　106

語ご

は
、
是こ

れ
、
音お

ん

声じ
よ
うな

り
。
唯た

だ
、
音
声
の
み
に
て
、
即
ち
義ぎ

を
了
ぜ
し
む
べ
き
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
云い

何か

ん
が
了
ぜ
し
む
る

か
。
謂い

は
く
、
語
は
名み

よ
うを

発お
こ

し
、
名み

よ
うは

能
く
義
を
顕
は
し
、
乃

ち
、
能
く
了
ぜ
し
む
る
な
り（

（1
（

。（『
俱
舎
論
』
巻
五
）

　

語
は
音
声
で
あ
る
が
音
声
の
み
で
は
義
は
理
解
さ
れ
な
い
。
語
は

名
を
成
立
さ
せ
、
そ
の
名
が
義
を
表
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
意
味
＝
事

物
が
了
解
さ
れ
る
。
即
ち
名
付
け
に
よ
っ
て
事
物
と
他
の
事
物
と
が

区
別
さ
れ
、
こ
の
区
別
の
中
で
事
物
は
存
在
す
る
と
解
さ
れ
る
。
俱

舎
及
び
唯
識
は
、
有
為
法
に
無
為
法
（
生
滅
変
化
を
離
れ
た
存
在
）
を

加
え
た
一
切
の
諸
法
を
分
類
し
て
、
俱
舎
は
「
五
位
七
十
五
法
」、

唯
識
は
「
五
位
百
法
」
と
し
て
整
理
す
る
。
法
の
理
論
は
、
経
験
的

事
物
の
総
体
た
る
世
界
が
、
複
雑
な
因
果
関
係
に
よ
る
多
数
の
法
の

離
合
集
散
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
説
く
。
法
の
顕
現
し
た
も

の
が
事
物
で
あ
る
。
従
っ
て
世
界
は
名
付
け
ら
れ
た
事
物
の
集
ま
り

で
あ
り
、
事
と
言
語
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。

　

契
沖
の
場
合
、
事
と
言
語
の
不
可
分
の
関
係
は
真
言
密
教
の
基
本

思
想
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
は
真
言

密
教
の
言
語
思
想
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

そ
れ
如
来
の
説
法
は
、
必
ず
文も

ん

字じ

に
籍よ

る
。
文
字
の
所
在
は
、

六ろ
く

塵ぢ
ん

そ
の
体
な
り
。
六
塵
の
本も

と

は
、
法ほ

ふ

仏ぶ
つ

の
三さ

ん

密み
つ

す
な
わ
ち
こ

れ
な
り
。
平び

や

等う
ど
うの

三
密
は
、
法ほ

ふ

界か
い

に
遍
じ
て
常じ

や

恒う
ご
うな

り
。
…
…

如
来
加
持
し
て
そ
の
帰き

趣し
ゆ

を
示
し
た
ま
ふ
。
帰
趣
の
本
は

名み
や

教う
け
うに

あ
ら
ざ
れ
ば
立
せ
ず
。
名
教
の
興お

こ

り
は
声
字
に
あ
ら
ざ

れ
ば
成じ

や
うぜ

ず
。
声
字
分ふ

ん

明み
や
うに

し
て
実
相
顕あ

ら

は
る（

（1
（

。（『
声
字
実
相

義
』）

　

右
の
文
は
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る（

（2
（

。
如
来
は
文
字
（
言
葉
）
に

よ
っ
て
説
法
す
る
。
文
字
の
本
体
は
す
べ
て
の
認
識
対
象
で
あ
る

色し
き

・
声し

よ
う・

香こ
う

・
味み

・
触そ

く

・
法ほ

う

の
六
種
で
あ
る
。
そ
の
認
識
対
象
の
根

源
は
、
如
来
の
身
体
・
言
語
・
心
に
よ
る
三
つ
の
行
為
、
即
ち
三
密

に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
如
来
の
三
密
活
動
が
一
切
の
現
象
と
し
て
顕

現
す
る
。
ま
た
す
ぐ
れ
た
教
え
は
文
字
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
声
字

が
明
ら
か
で
あ
っ
て
こ
そ
真
実
の
姿
が
顕
れ
る
。
即
ち
認
識
対
象

の
一
切
が
声
で
あ
り
、
字
で
あ
り
、
実
相
で
あ
る
。
つ
ま
り
現
象
界

の
一
切
の
事
物
は
言
葉
で
あ
り
、
言
葉
で
表
現
さ
れ
な
い
も
の
は
存

在
し
な
い
。
声
字
＝
言
葉
は
実
相
を
顕
す
。
実
相
と
は
一
切
諸
法
の

真
実
の
姿
を
い
い
、
真
実
を
語
る
言
葉
が
真
言
で
あ
る
。

　

こ
の
真
言
の
思
想
に
基
づ
い
て
契
沖
は
、
世
間
言
語
も
仏
の
加
持

力
に
よ
り
世
間
に
展
開
し
た
真
言
で
あ
る
と
す
る
『
大
日
経
疏
』
の

言
葉
を
引
用
す
る
。

毘ヒ

盧ル

遮サ

那ナ

経
ノ
疏
ニ
云
。
…
…
如
来
ノ
真
言
道
、
謂
ク
加
二

持
ス
ル

ナ
リ
ト
此
書
写
ノ
文
字
ヲ

一、
以
二

世
間
ノ
文
字
語
言
ハ
実
義
ナ
ル
ヲ

一、

是
ノ
故
ニ
如
来
即
以
二

真
言
ノ
実
義
ヲ

一

而
加
二

持
シ
タ
マ
フ
ヲ
之
一、
若

出
テ
ヽ

二

法
性
ヲ

一

外
ニ
別
ニ
有
ト
云
ハ
ハ

二

世
間
ノ
文
字
一

者
即
是
妄
心

ノ
謬
見
ナ
リ
、（

（2
（

（『
万
葉
代
匠
記
』「
精
撰
本 

惣
釈
集
中
仮
名
ノ
事
」）
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107　契沖の仏教言語思想と本居宣長

　

右
の
言
葉
は
空
海
や
天
台
宗
の
安
然
（
八
四
一
〜
?
）
も
引
用
す
る

密
教
の
重
要
思
想
で
あ
り
、
契
沖
は
そ
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
。

次
に
契
沖
は
次
の
重
要
な
言
語
観
を
語
る
。

沙
石
集
に
、
和
歌
は
日
本
の
陀
羅
尼
な
り
と
い
へ
る
は
、
陀
羅

尼
を
此
に
は
総
持
と
翻
す
。
無
量
の
功
徳
を
総
摂
し
、
任
持
す

る
故
な
り
。
…
…
委
し
く
い
は
ゝ
、
和
歌
に
つ
ゝ
ら
ぬ
さ
き
の

四
十
七
言
、
早
く
陀
羅
尼
と
い
ふ
へ
し（

（2
（

。（「
和
文
総
論
」）

　

契
沖
は
『
沙
石
集
』
を
超
え
て
四
十
七
言
が
陀
羅
尼
で
あ
る
と
言

う
。
陀
羅
尼
と
真
言
は
同
義
で
あ
り
、
呪
文
の
短
い
も
の
が
真
言
、

長
い
も
の
が
陀
羅
尼
で
あ
る
。
真
言
・
陀
羅
尼
と
は
何
か
を
空
海
は

語
る
。い

は
ゆ
る
陀
羅
尼
と
は
、
…
…
一
字
の
中
に
於
て
、
無
量
の
教

文
を
惣そ

う

摂し
よ
うし

、
一
法
の
中
に
於
て
一
切
の
法
を
任
持
し
、
一
義

の
中
に
於
て
一
切
の
義
を
摂し

よ

持う
じ

し
、
一
声
の
中
に
於
て
無
量
の

功く

徳ど
く

を
摂し

よ

蔵う
ぞ
うす

。
故
に
無
尽
蔵
と
も
名
づ
く（

（2
（

。（『
梵
字
悉
曇
字
母

幷
釈
義
』）

　

陀
羅
尼
の
一
字
一
音
に
は
無
限
の
意
義
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
契
沖

が
四
十
七
言
も
陀
羅
尼
だ
と
言
う
の
は
、
古
典
に
あ
る
世
間
言
語
に

は
無
限
の
意
義
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

内
典
外
典
と
も
に
至
極
に
い
た
り
て
は
、
言
語
を
離
た
り
と
の

み
お
も
へ
る
は
、
を
の
を
の
そ
の
奥
義
を
き
は
め
さ
る
な
り
。

和
歌
も
ま
た
こ
れ
に
准
す
へ
し
、
よ
ろ
つ
の
奥
義
は
誰
か
は

き
は
む
る
人
あ
ら
ん
。
此
理
あ
り
と
信
し
て
、
い
つ
は
り
を
す

て
ゝ
、
心
の
を
よ
ふ
所
ま
こ
と
に
つ
か
は
、
神
明
も
こ
れ
を
う

け
た
ま
ふ
へ
し（

（2
（

（『
万
葉
代
匠
記
』「
初
稿
本 

惣
釈
」）

　

右
の
文
章
で
契
沖
は
、
儒
仏
の
「
奥
義
」、
歌
の
「
奥
義
」、
み
な

言
語
に
よ
っ
て
の
み
顕
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
言
語
を
離
れ
た
と
こ

ろ
に
「
奥
義
」
は
あ
り
得
な
い
と
語
っ
て
い
る（

（2
（

。
一
方
、
契
沖
は
言

語
音
に
は
普
遍
性
が
あ
り
、
五
十
音
図
は
、
梵
漢
和
の
音
だ
け
で
な

く
自
然
に
発
す
る
音
ま
で
も
含
む
一
切
の
音
声
の
音
図
を
意
味
す
る

と
す
る（

（2
（

。
悉
曇
学
に
基
づ
い
て
自
ら
作
成
し
た
五
十
音
図
を
掲
げ
つ

つ
、「
和
文
総
論
」
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

種
々
の
音
声
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
其
数
五
十
音
に
過
ず
。
唯
人

間
の
み
な
ら
ず
。
上
は
仏
神
よ
り
、
下
は
鬼
畜
に
至
る
ま
で
、

此
声
を
出
す
。
…
…
非
情
の
声
ま
で
も
、
こ
れ
よ
り
外
に
出
る

事
な
し（

（2
（

。

　

悉
曇
学
の
考
え
方
の
源
流
も
空
海
に
あ
る
。

釈
教
は
印
度
を
本も

と

と
せ
り
。
西
域
東
垂
、
風
範
天は

る
かに

隔
て
た
り
。

…
…
こ
の
故
に
か
の
翻
訳
を
待
つ
て
、
す
な
わ
ち
清
風
を
酌く

む
。

然し
か

れ
ど
も
猶な

ほ

真
言
幽い

う

邃す
い

に
し
て
、
字
字
の
義
深
し
。
…
…
こ
の

梵
字
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
長
短
別わ

き
まへ

難
し
。
源
を
存
す
る
意
、
そ

れ
こ
こ
に
在
り（

（2
（

。（『
請
来
目
録
』）

　

空
海
は
、
仏
教
は
梵
字
に
よ
っ
て
こ
そ
初
め
て
奥
深
い
源
意
が
伝

え
ら
れ
る
と
言
う
。
真
言
密
教
は
悉
曇
学
と
不
可
分
で
あ
り
、
契
沖
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は
「
和
文
総
論
」
で
悉
曇
学
を
語
る
。
し
か
し
日
本
で
は
梵
語
文
法

を
学
ぶ
機
会
は
な
く
、
悉
曇
学
は
文
法
以
外
の
、
梵
字
の
形
・
音
・

義
の
研
究
が
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た（

（2
（

。
悉
曇
は
話
す
言
語

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
契
沖
の
言
語
観
を
制
約
す

る
。4

　
心
と
言
語

　

契
沖
は
先
の
引
用
文
に
続
い
て
言
う
。

製
ス
ル

レ

字
ヲ
者
ノ
、
不
シ
テ

レ

従
カ
ヘ

レ

心
ニ
従
カ
ヘ

レ

言
ニ
、
訓
ス
ル

レ

字
ヲ
者
ノ
、
不
シ
テ

レ

言
ハ

二

末
古
古
呂
ト

一

言
コ
ト
ハ

二

末
古
登
ト

一、

因
テ
ナ
リ

下

心
ノ
之
愨
実
全
ク
在
テ

二

言
中
ニ

一

取
ル
ニ

中

信
ヲ
於
外
ニ

上。

又
タ
信
ノ
古
文
ハ
訫
ナ
リ
也
。
案
ス
ル
ニ

二

製
ス
ル

レ

字
ヲ
意
ヲ

一、
言
即

ハ
チ
心
ナ
リ
也
。（「
漢
文
序
」）

　

心
は
人
間
の
内
部
に
実
体
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
契
沖
は
こ

の
思
想
を
前
提
に
し
て
議
論
す
る
。
既
述
の
よ
う
に
「
心
の
愨か

く

実じ
つ

」、

即
ち
「
心
の
実ま

こ
と」

は
言
葉
の
中
に
あ
り
、
言
葉
は
心
で
あ
る
と
は
、

心
に
と
っ
て
は
外
的
現
れ
で
あ
る
言
語
表
現
が
心
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。

契
沖
は
更
に
「
息
」
論
を
述
べ
る
。
息
は
肉
体
的
な
も
の
、
心
に
と

っ
て
「
外
」
の
も
の
で
あ
る
。

神
気
化ナ

ル
ヲレ

神
ト
号
ケ
テ
曰
フ

二

天
ア
メ
ノ

御ミ
ハ

柱シ
ラ

国ク
ニ
ノ
ミ
ハ
シ
ラ
ノ

御
柱
命ミ

コ
ト一。

息
之
在
ル
コ

ト
レ

身
ニ
、
猶
シ

二

屋
之
有
ル
カ

一レ

柱
ラ
。

故

カ
ル（
カ
ユ
ヱ
）ニ

以
テ
名
ツ
ク

レ

之
ニ
。

荘
子
カ
曰
、
大
塊
ノ
噫
気
其
レ
ヲ
名
ケ
テ
為
レ

風
ト
。（「
漢
文
序
」）

　
「
神
の
気
」
と
は
神
の
息
の
こ
と
を
い
う
。『
荘
子
』「
斉
物
論
」

篇
は
、
大
地
の
を
風
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
更
に
契
沖
は
密
教
の

思
想
に
基
づ
く
と
し
て
、
息
＝
心
論
を
語
る
。

凡お
よ
そ

人
の
物
い
は
む
と
す
る
時
、
喉の

ん
との

内
に
風
あ
り
。
天
竺
に

は
、
此
風
の
名
を
優う

陀だ

那な

と
い
ふ
。
此
風
外
の
風
を
引
て
丹
田

に
下
り
、
腎じ

ん

水
を
撃う

ち

て
声
を
起
こ
す
。
…
…
心
に
従シ

タ

か
ふ
は
、

心
の
動
静
に
随
ひ
て
息
に
緩
急
あ
り
。
…
…
密
教
に
は
此
息
を

や
か
て
心
と
説
け
る
事
あ
り（

（3
（

。（「
和
文
総
論
」）

契
沖
は
こ
こ
で
も
、
心
と
い
う
も
の
が
実
体
と
し
て
あ
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
都
度
の
発
声
で
あ
る
と
す
る
思
想
を
語
っ
て
い
る
。
契
沖

は
こ
の
よ
う
な
形
で
「
無
我
」
を
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更

に
ま
た
声
の
重
要
性
を
言
う
。

十
口
以
テ
伝
フ

レ

古
シ
ヘ
ヲ
。
雖
レ

聖
ナ
リ
ト
不
ハ

レ

聞
カ

レ

声
ヲ
、
何
ヲ

以
テ
カ
得
ム

レ

知
ル
コ
ト
ヲ

レ

情
ヲ
、
況
ヤ
於
ヲ
ヤ

二

凡
庸
ニ

一

乎
。（「
漢
文

序
」）

　
「
十
口
を
以
て
古
ヘ
を
伝
ふ
」
と
は
、
大
勢
の
人
の
口
に
よ
っ
て

前
言
を
伝
え
て
行
く
こ
と
を
い
う
。
即
ち
大
勢
の
声
に
よ
っ
て
古
言

を
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
聖
な
り
と
雖
も
声
を
聞
か
ず
ば
云
々
」

と
い
う
言
葉
は
、
南
北
朝
時
代
の
貞
海
著
『
三
論
玄
義
鈔
』
の
次
の

言
葉
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

風
俗
通
に
い
う
。
聖
者
声
を
聞
か
ば
情
を
知
る
、
故
に
聖
と
曰
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109　契沖の仏教言語思想と本居宣長

う（
（3
（

。（『
三
論
玄
義
鈔
』
巻
上
）

　

人
間
の
声
に
五
情
、
即
ち
眼
耳
鼻
舌
身
の
五
根
か
ら
起
る
情
感
が

現
れ
る
。
即
ち
人
柄
は
そ
の
声
に
現
わ
れ
る
、
だ
か
ら
聖
者
は
人
の

声
の
調
子
に
よ
っ
て
そ
の
人
を
判
断
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
じ

よ
う
な
言
葉
は
、
江
戸
中
期
の
浄
土
宗
の
布
教
僧
盤
察
の
『
勧
化
求

道
集
』
七
巻
（
版
本
）
に
も
見
え
る
。

念
仏
ノ
声
ニ
テ
粗ホ

ボ

内
證
ノ
信
仏
ノ
深
浅
ヲ
知
リ
ヌ
ベ
シ
。
…
…
婬
婦
殺

シ
レ

夫
ヲ
偽
テ
涕テ

イ

泣キ
ユ
ウス

ル
ヲ
郡
主
行
聞
テ

二

哭
声
ヲ

一

訝
イ
ブ
カ
ツ
テ

糺
明
シ
テ
顕

ス
レ

咎
ヲ
等　

…
…
私
ニ
按
ス
ル
ニ
音
声
所
‐
出
ノ
之
尤モ

ト
ハ

心
ナ
リ
也（

（3
（

。

　

盤
察
も
、
声
、
話
し
方
、
そ
れ
に
伴
う
行
動
の
仕
方
に
人
間
の
凡

て
が
現
れ
る
と
す
る
思
想
を
語
る
。
盤
察
の
書
は
浄
土
宗
の
布
教
僧

の
座
右
の
書
と
さ
れ
た
か
ら
、
浄
土
宗
徒
の
宣
長
は
そ
の
思
想
に
日

常
的
に
触
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
契
沖
や
盤
察
に
共
通
す
る
の

は
声
の
重
要
性
の
強
調
で
あ
る
。
浄
土
宗
で
は
心
と
声
の
関
係
が
問

題
と
さ
れ
る
。
法
然
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
「
念
声
は
こ
れ
一

つ
な
り
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
法
然
は
、
念
と
声
と
の
関
係
に
お

い
て
は
声
を
先
に
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
契
沖
は
、
真
言
密
教
の
基
礎
学
で
あ
る
俱
舎
・
唯
識

の
言
語
思
想
を
継
承
し
て
言
葉
は
事
で
あ
り
、
言
葉
は
心
で
あ
る
と

す
る
。
こ
の
言
語
観
は
無
我
の
思
想
と
と
も
に
宣
長
に
引
き
継
が
れ

る
。

二　

宣
長
の
言
語
観
─
契
沖
か
ら
の
継
承
と
革
新

1
　
言
語
表
現
と
心

　
『
本
居
宣
長
随
筆
』
に
「
命
」
は
「
息

イ
キ
ノ

力チ
カ
ラ」

と
あ
り
、『
石
上
私
淑

言
』
に
は
「
息イ

キ

と
生イ

キ

と
同
じ
言
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
契
沖
『
和
字

正
濫
鈔
』
巻
二
に
あ
る
「
命 

い
の
ち 

義
歟
」
の
そ
の
ま
ま
の
引
用

で
あ
る
。
後
年
の
『
古
事
記
伝
』
で
は
「
命
は
生イ

キ

の
緒ヲ

な
り
」
と
契

沖
説
を
若
干
修
正
す
る
も
の
の
、
宣
長
に
は
生
命
あ
る
も
の
に
対
す

る
共
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
契
沖
の
息
＝
言
葉
＝
心
と
い
う
言
語
観
の

基
礎
に
あ
る
「
無
我
」
を
根
幹
と
す
る
仏
教
思
想
を
継
承
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
宣
長
の
歌
論
に
現
れ
て
、
生
命
へ
の
共
感
は
『
排

蘆
小
船
』
で
鳥
獣
も
歌
を
歌
う
と
す
る
認
識
に
な
る
。
そ
の
認
識
は

仏
教
の
、「
群ぐ

ん

萌も
う

」
や
「
蜎け

ん

飛ぴ

蠕ね
ん

動ど
う

之の

類た
ぐ
い」

と
い
う
平
等
で
多
様
な

弱
き
命
へ
の
共
感
の
思
想
に
繫
が
っ
て
い
る（

（3
（

。

水
ニ
ス
ム
蛙
ノ
声
モ
、
フ
シ
ヘ
ウ
シ
ア
ル
ハ
歌
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云

事
ナ
シ
、
…
…
鳥
獣
モ
思
フ
事
ア
リ
テ
、
鳴
ク
ニ
、
ソ
ノ
声
ノ

ホ
ト
ヨ
ク
ト
ヽ
ノ
ヘ
ル
ガ
歌
ナ
リ（

（3
（

、（『
排
蘆
小
船
』）

　
『
石
上
私
淑
言
』
で
は
、
心
は
本
来
は
無
秩
序
の
状
態
で
あ
り
、

呼
吸
の
持
つ
規
則
性
に
従
う
発
声
が
心
に
秩
序
を
与
え
る
と
し
、
こ

れ
が
歌
の
起
こ
り
だ
と
説
い
て
心
と
言
語
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
。
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詠
ノ
字
は
。
声
を
長
く
し
て
う
た
ふ
義
也
。
…
…
奈ナ

宜ゲ

幾キ

は
長ナ

ガ

息イ
キ

と
い
ふ
事
也
。
…
…
何
故
に
息イ

キ

を
長
く
す
る
ぞ
と
い
ふ
に
。

す
べ
て
。
情
に
感ア

ハ
レと

深
く
思
ふ
こ
と
あ
れ
ば
。
必
長
き
息イ

キ

を
つ

く（
（3
（

。

　

そ
の
歌
論
は
『
紫
文
要
領
』
と
『
石
上
私
淑
言
』
の
「
物
の
あ
は

れ
」
論
に
発
展
す
る
。　

大
よ
そ
此
物
語
五
十
四
帖
は
、
物
の
あ
は
れ
を
し
る
と
い
ふ
一

言
に
て
つ
き
ぬ
へ
し
、
…
…
世
中
に
あ
り
と
し
あ
る
事
の
さ
ま

さ
ま
を
、
目
に
見
る
に
つ
け
耳
に
き
く
に
つ
け
、
身
に
ふ
る
ゝ

に
つ
け
て
、
其
よ
ろ
つ
の
事
を
心
に
あ
ぢ
は
へ
て
、
そ
の
よ
ろ

つ
の
事
の
心
を
わ
か
心
に
わ
き
ま
へ
し
る
、
是
事
の
心
を
し
る

也
、
物
の
心
を
し
る
也
、
物
の
哀
を
し
る
也（

（3
（

、（『
紫
文
要
領
』）

事
に
ふ
れ
て
そ
の
う
れ
し
く
か
な
し
き
事
の
心
を
わ
き
ま
へ
し

る
を
。
物
の
あ
は
れ
を
し
る
と
い
ふ
也
。
…
…
す
べ
て
何
事
に

て
も
。
事
に
ふ
れ
て
心
の
う
ご
く
事
也（

（3
（

。（『
石
上
私
淑
言
』）

　

宣
長
は
、
人
が
物
事
に
触
れ
て
経
験
す
る
事
の
中
で
、
心
の
動
く

事
に
焦
点
を
当
て
る
。
思
う
事
、
感
ず
る
事
を
言
葉
に
す
る
の
が
歌

で
あ
る
と
言
う
。
経
験
と
は
言
葉
に
よ
る
物
と
事
と
の
出
会
い
で
あ

る
。
だ
が
『
紫
文
要
領
』
と
『
石
上
私
淑
言
』
に
お
い
て
は
、
物
と

事
の
追
究
そ
の
も
の
は
な
く
、
物
と
事
と
の
出
会
い
の
経
験
の
全
体

は
考
察
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
後
の
『
古
事
記
伝
』
で
な
さ
れ
る
。

　

宣
長
は
契
沖
の
言
語
論
を
発
展
さ
せ
た
。
宣
長
の
言
語
観
の
契
沖

と
の
違
い
の
一
つ
は
音
声
観
で
あ
る
。
契
沖
に
お
い
て
音
声
は
重
視

さ
れ
な
が
ら
も
、
真
言
密
教
の
伝
統
を
継
承
し
て
文
字
を
離
れ
た
音

は
な
く
、
声
と
字
は
一
体
で
あ
る
。
つ
ま
り
梵
語
音
が
梵
字
に
結
び

付
い
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
語
音
も
字
と
一
体
で
あ
る
。
既
述
の
よ

う
に
悉
曇
学
は
話
す
言
語
を
扱
わ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
契
沖
は
人
間

の
音
声
に
よ
る
言
語
活
動
を
独
立
に
扱
う
こ
と
は
な
く
、
書
記
言
語

を
考
察
の
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
仮
名
遣

い
に
つ
い
て
も
契
沖
は
、
古
代
の
仮
名
遣
い
が
当
時
の
発
音
の
区
別

に
よ
っ
た
と
は
知
ら
ず
、
古
代
人
が
正
し
く
書
き
分
け
て
い
た
と
考

え
た
と
さ
れ
る（

（3
（

。

　

宣
長
に
と
っ
て
言
語
と
は
音
声
で
あ
る
。
文
字
は
音
に
後
か
ら
付

け
る
借
物
で
あ
り
、
音
は
文
字
か
ら
独
立
し
て
い
る
。
従
っ
て
契
沖

と
は
異
な
り
、
仮
名
遣
い
の
違
い
は
音
声
の
違
い
で
あ
る
。

語コ
ト
バの

音コ
エ

に
は
、
古
ヘ
も
差
別
は
な
か
り
し
を
、
た
だ
仮
字
の
う

へ
に
て
、
書カ

キ

分ワ
ケ

た
る
の
み
な
り
と
思
ふ
は
、
い
み
し
き
ひ
が
こ

と
な
り
、
も
し
語
の
音
に
差
別
な
く
ば
、
何
に
よ
り
て
か
は
、

仮
字
を
書
キ
分
ク
る
こ
と
の
あ
ら
む（

（3
（

、（『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
）

　

宣
長
は
悉
曇
学
を
学
び
な
が
ら
も
、
契
沖
と
は
異
な
っ
て
悉
曇
を

明
確
に
外
国
語
と
意
識
し
た
。

五
十
連
音
ノ
図
ハ
。
悉
雲
字
母
ニ
ヨ
リ
テ
。
其
学
ノ
タ
メ
ニ
作

レ
ル
者
ニ
シ
テ
。
皇
国
ノ
固
有
ニ
ハ
非
ズ
。
…
…
然
レ
ド
モ
其

音
ハ
五
十
ナ
ガ
ラ
モ
ト
ヨ
リ
皇
国
ノ
自
然
ノ
正
音
ニ
シ
テ
。
サ
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111　契沖の仏教言語思想と本居宣長

ラ
ニ
彼
国
音
ヲ
ウ
ツ
シ
取
レ
ル
ニ
ハ
非
ズ（

（4
（

。（『
漢
字
三
音
考
』）

　

五
十
音
図
は
明
確
に
日
本
語
の
そ
れ
で
あ
る
。
契
沖
が
仏
教
の
伝

統
の
中
で
梵
漢
を
も
含
む
普
遍
性
の
中
で
言
語
論
を
語
る
の
に
対
し
、

宣
長
は
日
本
語
の
固
有
性
を
語
る
。
固
有
性
の
主
張
は
宣
長
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
仏
教
の
普
遍
性
を
意
識
し
て
の
自
国
の
固

有
性
の
自
覚
に
基
づ
く
。

2
　
意
言

　

宣
長
は
、
心
と
言
葉
の
関
係
に
つ
い
て
契
沖
を
超
え
て
考
察
す

る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
声
を
文
字
と
は
独
立
に
捉
え
る
の
で
あ

る
。『
石
上
私
淑
言
』
で
は
心
と
、
言
葉
＝
声
の
関
係
を
呼
吸
・
息

の
規
則
性
で
捉
え
た
宣
長
は
、『
排
蘆
小
船
』
に
お
い
て
は
、
心
の

動
揺
・
妄
念
を
鎮
め
る
言
葉
＝
声
の
重
要
性
を
語
る
。

詠
歌
ノ
第
一
義
ハ
、
心
ヲ
シ
ヅ
メ
テ
妄
念
ヲ
ヤ
ム
ル
ニ
ア
リ
、

…
…
ソ
レ
ヲ
シ
ツ
メ
ル
ニ
大
口
訣
ア
リ
、
…
…
心
散
乱
シ
テ
妄

念
キ
ソ
ヒ
オ
コ
リ
タ
ル
中
ニ
、
マ
ヅ
コ
レ
ヲ
シ
ヅ
ム
ル
事
ヲ
バ

サ
シ
ヲ
キ
テ
、
ソ
ノ
ヨ
マ
ム
ト
思
フ
歌
ノ
題
ナ
ト
ニ
心
ヲ
ツ
ケ
、

…
…
情
詞
ニ
ツ
キ
テ
少
ノ
テ
ガ
ヽ
リ
出
来
ナ
バ
、
ソ
レ
ニ
ツ
キ

テ
案
ジ
ユ
ケ
バ
、
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
心
ハ
定
マ
ル
モ
ノ
ト
シ
ル
ヘ
シ（

（4
（

、

　

右
の
一
節
は
仏
教
思
想
に
近
い
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
妄
念

の
元
凶
は
我
々
の
感
覚
、
仏
教
で
い
う
五
欲
で
あ
る
。
動
揺
し
て
止

ま
な
い
心
は
言
葉
を
探
し
、
言
葉
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
鎮
ま

る
。
妄
念
を
鎮
め
よ
う
と
心
の
中
で
つ
ぶ
つ
ぶ
と
語
る
言
葉
、
そ

れ
を
宣
長
は
情

コ
コ
ロ

詞コ
ト
バと

い
う
。『
排
蘆
小
船
』
は
コ
コ
ロ
コ
ト
バ
に
心

詞
・
情
詞
・
情
辞
の
漢
字
を
当
て
る
。
心
詞
と
は
、
詞
は
心
を
表
す

も
の
と
い
う
伝
統
的
な
歌
論
の
言
葉
で
あ
り
、
和
歌
の
世
界
に
は
、

詩
法
の
議
論
に
「
心
と
詞
の
何
れ
を
優
先
す
べ
き
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
が
あ
る（

（4
（

。
宣
長
は
そ
の
議
論
を
踏
ま
え
、『
排
蘆
小
船
』
の
中
で

歌
は
「
事
ニ
触
ル
ヽ
ゴ
ト
ニ
、
詠
シ
テ
情
ヲ
ノ
ブ
ル
事
也
」
と
言
い

つ
つ
、
情
よ
り
も
詞
を
選
ぶ
こ
と
が
第
一
だ
と
主
張
す
る
。
こ
の
主

張
は
古
来
の
歌
論
に
お
い
て
他
に
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
独
創
的
な
も

の
と
さ
れ
る（

（4
（

。
そ
の
心
詞
が
『
古
事
記
伝
』
で
は
意
言
と
な
る
。

皇
国
の
古
ヘ
の
意

コ
コ
ロ

言コ
ト
バの

、
漢
の
さ
ま
と
、
甚
く
異
な
り
け
る
こ

と
を（

（4
（

、（『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
）

凡
て
書
紀
の
此
ノ
段
、
殊
に
漢
め
き
た
り
、
上
代
の
意

コ
コ
ロ

言コ
ト
バに

非

ず（
（4
（

、（
同
、
二
十
七
之
巻
）

　
「
古
ヘ
の
意
言
」
と
は
、
文
字
を
離
れ
た
上
代
の
「
声
」
を
指
す
。

元
来
、
意
言
は
「
イ
ゴ
ン
」
と
音
で
読
む
仏
教
語
で
あ
り
、
一
般
で

は
使
わ
れ
な
い
。
意
言
は
唯
識
派
に
お
け
る
重
要
語
で
あ
る
。
そ
れ

は
意
識
の
言
語
に
よ
る
認
識
作
用
を
い
う
。
意
言
と
は
「
心
中
に
語

る
」「
心
が
語
る
」
等
を
意
味
し
、
前
五
識
（
眼
耳
鼻
舌
身
の
識
）
の

直
後
に
生
じ
る
、
分
別
（
認
識
判
断
）
を
伴
っ
た
意
識
で
あ
る
と
さ

れ
、
心
に
お
け
る
言
語
活
動
一
般
を
も
意
味
す
る
。
第
六
の
識
で
あ

る
意
識
が
別
名
、
意
言
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
第
六
識
は
言
葉
を
起
す
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こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
心
で
あ
り
、
第
六
識
に
よ
っ
て
事
物
に
名
前

が
付
く
。
こ
の
よ
う
に
唯
識
派
は
、
意
識
と
言
語
と
の
結
び
付
き
を

意
言
と
い
う
概
念
で
表
す
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
宣
長
に
と
っ
て
、
意
言
と
は
「
声
」
で
あ
る
。
唯
識

派
が
声
よ
り
も
声
を
発
す
る
内
的
意
識
に
重
点
を
置
く
の
に
対
し
、

宣
長
は
内
的
な
も
の
よ
り
も
声
と
い
う
外
的
現
れ
に
視
線
を
向
け
る
。

心
と
い
う
も
の
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
れ
を
言
葉
が
表
現
す
る
の
で
は

な
い
。
他
者
に
語
り
か
け
る
言
語
表
現
の
中
で
、
思
考
、
感
情
が
形

を
得
る
。

3
　
心
と
事
と
言
語
の
関
係

─
「
世
界
の
捉
え
方
」

　

宣
長
は
、『
本
居
宣
長
随
筆
』
で
『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』『
維
摩

経
』
等
仏
書
か
ら
の
言
葉
を
多
数
引
用
す
る
。
そ
の
中
に
注
目
す
べ

き
引
用
文
が
あ
る
。
第
九
識
に
関
す
る
仏
書
の
言
葉
で
あ
る
。

識
之
根
名
テ
為
第
八
識
、
是
即
一
切
種
子
、
而
与
二

無
明
一

合
同

為
一
也
、
翻
却
二

八
識
ヲ

一、
則
為
九
識
、
九
識
之
地
無
二

無
明
ノ

名
（
（4
（一、（『

本
居
宣
長
随
筆
』
巻
八
。
訓
点
は
原
文
の
ま
ま
。
以
下
に
筆
者

書
き
下
し
を
記
す
。「
識
の
根
、
名
付
け
て
第
八
識
と
為
す
。
是
即
ち
一

切
の
種
子
な
り
。
無
明
と
合
同
し
て
一
と
為
す
。
八
識
を
翻
却
す
。
則
ち

九
識
と
為
す
。
九
識
の
地
、
無
明
の
名
無
し
」）

　

興
福
寺
・
薬
師
寺
系
の
法
相
唯
識
は
九
識
を
立
て
な
い
の
に
対
し
、

天
台
系
の
唯
識
は
九
識
を
立
て
る
。
宣
長
は
九
識
を
知
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
関
連
し
て
法
相
唯
識
の
知
識
も
習
得
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

唯
識
派
は
、
前
五
識
が
分
別
を
加
え
ず
に
事
物
を
直
接
に
感
覚
し
、

第
六
識
が
そ
れ
を
言
葉
に
よ
っ
て
知
覚
す
る
と
い
う
。
だ
が
名
付
け

ら
れ
た
事
物
は
「
識
」
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
外
部
に
は
実

在
し
な
い
。
名
付
け
に
よ
っ
て
外
の
事
物
は
実
体
化
さ
れ
、
言
葉
に

よ
る
実
体
化
は
迷
乱
を
生
む
と
す
る
。

一
切
皆み

な

唯た
だ

識し
き

の
み
有
り
、
…
…
三
界が

い

は
唯ゆ

い

心し
ん

の
み
な
り
と
い
ふ
。

又
説と

か
く
、
所し

よ

縁え
ん

は
唯た

だ

識し
き

が
所し

よ

現げ
ん

の
み
な
り
と
い
ふ
。
又
説と

か

く
、
諸
法
は
皆み

な

心し
ん

に
離
れ
ず
と
い
ふ（

（4
（

。（『
成
唯
識
論
』
巻
第
七
）

　

唯
識
派
は
精
神
活
動
を
心
と
思
慮
と
認
識
の
三
つ
の
面
か
ら
捉
え
、

そ
の
三
つ
を
総
称
し
て
「
心
意
識
」
と
い
う
。
宣
長
が
「
意コ

コ
ロと

事コ
ト

と

言コ
ト
バと

は
相
称
へ
る
物
」
と
い
う
と
き
、
コ
コ
ロ
に
「
意
」
の
字
を
当

て
る
の
は
心
意
識
の
意
味
合
い
を
込
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

宣
長
は
俱
舎
・
唯
識
思
想
に
出
会
い
、
心
と
事
と
言
語
の
関
係
を

独
自
に
思
索
し
た
。
宣
長
は
俱
舎
同
様
、
言
葉
は
事
だ
と
考
え
る
が
、

俱
舎
と
異
な
り
事
物
の
背
後
に
法
を
想
定
し
な
い
。
ま
た
唯
識
派
と

異
な
っ
て
感
覚
と
知
覚
を
分
け
な
い
。
宣
長
に
と
っ
て
、
事
物
を
名

づ
け
る
こ
と
、
五
官
に
よ
っ
て
感
覚
し
知
覚
し
経
験
す
る
こ
と
は
一

つ
で
あ
る
。
事
物
を
見
る
と
き
、
感
覚
的
に
捉
え
る
と
同
時
に
そ
の

物
が
何
で
あ
る
か
を
知
覚
し
て
名
付
け
る
の
で
あ
る
。

　

唯
識
派
は
「
諸
法
は
皆み

な

心し
ん

を
離
れ
ず
」、
即
ち
外
部
世
界
は
実
在
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せ
ず
心
の
現
れ
だ
と
す
る
思
想
を
繰
り
返
し
主
張
す
る
。
更
に
唯
識

派
は
「
阿あ

頼ら

耶や

識し
き

」
こ
そ
外
部
世
界
を
生
み
出
す
根
源
体
で
あ
る
と

し
、
阿
頼
耶
識
に
行
為
の
印
象
が
植
え
付
け
ら
れ
、
そ
れ
が
次
の
行

為
を
生
み
出
し
、
そ
の
行
為
は
ま
た
阿
頼
耶
識
に
植
え
付
け
ら
れ
る

と
い
う
。
植
え
付
け
ら
れ
る
も
の
を
植
物
の
種
に
譬
え
て
「
種し

ゆ

子う
じ

」

と
呼
ぶ
。
更
に
言
語
的
表
象
、
即
ち
「
名み

よ

言う
ご
ん」

に
よ
っ
て
阿
頼
耶
識

に
植
え
付
け
ら
れ
た
種
子
を
「
名

み
よ
う

言ご
ん

種し
ゆ

子う
じ

」
と
い
い
、
こ
の
名
言
種

子
か
ら
一
切
の
諸
法
が
生
じ
る
。
し
か
し
外
部
世
界
は
仮
象
の
も
の
、

即
ち
実
体
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
た
言

語
活
動
の
産
物
で
あ
る
。

　

こ
の
唯
識
思
想
か
ら
宣
長
は
あ
る
重
要
な
示
唆
を
得
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
は
、
上
代
人
に
と
っ
て
世
界
の
現
れ
は
、
祖
先
や
自
分

た
ち
の
共
同
経
験
の
産
物
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
共
同
経
験

の
記
憶
は
言
語
に
織
り
込
ま
れ
、
人
々
は
言
語
を
介
し
て
事
物
を
知

覚
す
る
。
だ
が
唯
識
派
は
外
部
世
界
は
単
な
る
心
の
現
れ
と
し
て
、

そ
の
実
在
を
否
定
す
る
。
こ
こ
で
宣
長
は
、
仏
教
言
語
思
想
か
ら
離

れ
、
言
語
と
実
在
の
関
係
を
考
え
る
「
意
味
論（

（4
（

」
を
志
向
す
る
。

　

意
味
と
は
「
世
界
の
捉
え
方
」
で
あ
る
。
そ
の
言
語
を
使
う
人
々

が
世
界
を
ど
う
捉
え
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば
世
界
は
ど
う
現
れ
る
か

で
あ
り
、
世
界
の
現
れ
と
言
語
は
一
体
で
あ
る
。
従
っ
て
心
と
事
と

言
語
は
不
可
分
の
関
係
に
な
り
、
世
界
の
捉
え
方
は
言
語
に
現
れ
る

か
ら
、
言
語
の
さ
ま
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
上
代

は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
ヘ
の
手
ぶ
り
を
よ
く
知
ル
こ
そ
、
学モ

ノ

問マ
ナ
ビの

要ム
ネ

と
は
有
ル
べ
か

り
け
れ
、
凡
て
人
の
あ
り
さ
ま
心
ば
へ
は
、
言モ

ノ

語イ
ヒ

の
さ
ま
も

て
、
お
し
は
か
ら
る
ゝ
物
に
し
あ
れ
ば
、
上
ツ
代
の
万
ヅ
の
事

も
、
そ
の
か
み
の
言
語
を
よ
く
ら
め
さ
と
り
て
こ
そ
、
知
ル
べ

き
物
な
り
け
れ（

（4
（

、（『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
）

　

意
味
論
へ
の
志
向
は
、
た
と
え
ば
『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
ほ
ぼ
冒

頭
の
「
高
天
原
」
に
つ
い
て
の
注
釈
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。『
古
事

記
』
本
文
の
最
初
の
言
葉
、「
天

ア
メ
ツ
チ
ノ地

初ハ
ジ
メ発

之ノ

時ト
キ

於タ
カ
マ
ノ
ハ
ラ
ニ

高
天
原
成

ナ
リ
マ
セ
ル

神
カ
ミ
ノ

名ミ
ナ
ハ」

と
口
で
唱
え
れ
ば
、
そ
れ
を
唱
え
、
聞
い
た
上
代
の
人
々
に
高

天
原
が
立
ち
現
れ
、
神
々
が
現
れ
た
。
宣
長
は
そ
の
経
験
を
考
察
す

る
。
高
天
原
と
は
ど
の
よ
う
な
所
で
あ
っ
た
か
。

高タ
カ
マ
ノ
ハ
ラ

天
原
は
、
す
な
は
ち
天ア

メ

な
り
、
…
…
か
く
て
た
ゞ
天ア

メ

と
云

フ
と
、
高
天
ノ
原
と
云
と
の
差ケ

ヂ
メ別

は
、
如イ

カ
ニ何

ぞ
と
云
に
、
ま
づ

天
は
、
天
ツ
神
の
坐
シ
ま
す
御
国
な
る
が
故
に
、
山
川
木
草
の

た
ぐ
ひ
、
宮ミ

ア

殿ラ
カ

そ
の
ほ
か
万
ヅ
の
物
も
事
も
、
全

モ
ハ
ラ

御ミ

孫マ
ノ

命
の

所シ
ロ
シ
メ
ス

知
看
御ミ

国ク

土ニ

の
如
く
に
し
て
、
な
ほ
す
ぐ
れ
た
る
処
に
し
あ

れ
ば
、
…
…
大オ

ホ

方カ
タ

の
あ
り
さ
ま
も
、
神
た
ち
の
御ミ

上ウ
エ

の
万
ヅ
の

事
も
、
此
ノ
国ク

土ニ

に
有
る
事コ

ト

の
如
く
に
な
む
あ
る
を
、
…
…
高

天
ノ
原
と
し
も
云
フ
は
、
其
ノ
天ア

メ

に
し
て
有
る
事コ

ト

を
語カ

タ

る
と
き

の
称ナ

な
り
、
…
…
高
天
ノ
原
と
は
、
此
ノ
国
土
よ
り
云
フ
こ
と

な
り（

（5
（

、（『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
）
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宣
長
は
、
上
代
人
に
高
天
原
は
ど
の
よ
う
に
見
え
、
ど
の
よ
う
に

現
れ
た
の
か
を
、
上
代
人
の
心
を
思
い
、
そ
の
立
場
に
立
っ
て
注
釈

す
る
。
そ
の
注
釈
方
法
は
上
代
人
の
経
験
し
た
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
及

ぶ
。
神
、
天
皇
、
神
社
を
初
め
と
し
て
、
祭
祀
、
氏
族
の
系
譜
、
有

職
故
実
、
地
名
、
動
植
物
等
に
つ
い
て
多
く
の
文
献
を
渉
猟
し
、
上

代
の
世
界
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
詳
細
に
語
る
。

　

だ
が
江
戸
期
の
人
々
は
上
代
の
、
天
に
高
天
原
が
あ
る
と
い
う
よ

う
な
「
奇

ク
ス
シ
ク

霊ア
ヤ
シき

」
事
を
理
解
し
な
い
。
世
界
の
捉
え
方
が
上
代
人

と
は
全
く
異
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
後
世
の
心
で
上
代
を
見
よ
う
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
後
ノ
世
の
心
を
以
て
み
だ
り
に
疑
ふ
こ

と
な
か
れ
」
と
宣
長
は
言
う
。
こ
の
こ
と
は
、
宣
長
が
言
語
の
違
い

は
世
界
の
捉
え
方
の
違
い
で
あ
る
と
す
る
、
た
と
え
ば
フ
ン
ボ
ル
ト

（
一
七
六
七
〜
一
八
三
五
）
の
言
語
観
に
近
い
思
想
を
抱
い
て
い
た
こ
と

を
示
す（

（5
（

。

　

宣
長
の
著
作
に
「
世
界
の
捉
え
方
」
と
い
う
考
え
方
を
表
現
す

る
直
接
の
言
葉
は
な
い
。
だ
が
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の

違
い
や
、「
古
ヘ
の
手
ぶ
り
」、「
人
の
あ
り
さ
ま
心
ば
へ
」
の
あ
り

様
を
言
う
と
き
、「
趣
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
辞
書
に
よ
れ

ば
、
趣
と
は
、
あ
る
方
向
へ
向
か
お
う
と
す
る
心
の
動
き
、
ま
た
目

指
す
と
こ
ろ
と
さ
れ
る
。
上
代
人
の
心
が
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
動

く
の
は
、
そ
こ
に
上
代
人
の
世
界
の
捉
え
方
が
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
古
事
記
伝
』
は
趣
と
い
う
言
葉
を
次
の
よ
う
に
使
う
。

此
レ
と
彼
レ
〔
記
と
書
紀
〕
と
は
、
其
ノ

趣
オ
モ
ム
キ

別コ
ト

な
る
こ
と
と
聞

え
た
り
、（
一
之
巻
。
全
集
九
巻
、
四
頁
）

世ヨ
ノ

間ナ
カ

の
あ
り
さ
ま
、
…
…
悉

コ
ト
ゴ
トに

此
ノ
神
代
の
始
メ
の
趣
に
依
る

も
の
な
り
、（
七
之
巻
。
同
、
二
九
四
頁
）

古
伝
の
趣
を
え
し
ら
ず
、
か
た
く
ら
な
る
漢
意
に
お
ぼ
れ
て
、

�

（
十
三
之
巻
。
全
集
十
巻
、
六
四
頁
）

古
ヘ
の
実マ

コ
トの

趣
は
、
隠カ

ク

れ
て
、
見
え
ざ
る
が
如
し
、（
二
十
六
之

巻
。
全
集
十
一
巻
、
一
七
〇
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
『
古
事
記
伝
』
は
、
儒
仏
が
到
来
す
る
以
前
の
、
江

戸
期
と
は
全
く
異
な
る
世
界
観
の
中
に
い
る
上
代
人
が
経
験
し
た
事

を
、
上
代
人
の
「
世
界
の
捉
え
方
」、
即
ち
上
代
人
に
世
界
は
ど
う

現
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
究
明
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

4
　
上
代
人
の
経
験
と
「
実マ

コ
ト」

　
『
古
事
記
伝
』
は
上
代
人
の
経
験
を
追
究
す
る
。
経
験
と
は
主
観

的
な
思
い
を
伴
う
物
・
事
と
の
接
触
で
あ
る
。
従
っ
て
上
代
人
の
経

験
、
即
ち
物
・
事
と
の
出
会
い
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
か
、
そ

の
経
験
の
形
を
知
る
こ
と
は
、
出
会
う
物
と
事
の
形
を
知
る
こ
と
で

あ
る（

（5
（

。
宣
長
は
物
と
事
に
は
「
あ
る
か
た
ち
」
が
あ
っ
て
、
古
言
は

そ
の
か
た
ち
の
ま
ま
に
名
付
け
る
の
だ
と
言
う
。

凡
て
皇ミ

国ク
ニ

の
古
言
は
、
た
ゞ
に
其
ノ
物
其
ノ
事
の
あ
る
か
た
ち
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115　契沖の仏教言語思想と本居宣長

の
ま
ゝ
に
、
や
す
く
云イ

ヒ

初ソ
メ

名
づ
け
初ソ

メ

た
る
こ
と
に
し
て
、
さ
ら

に
深
き
理
な
ど
を
思
ひ
て
言
る
物
に
は
非
れ
ば（

（5
（

、（『
古
事
記
伝
』

三
之
巻
）

　

さ
ま
・
か
た
ち
は
明
確
に
は
定
義
さ
れ
な
い
が
、
宣
長
は
次
の
よ

う
に
そ
の
言
葉
を
使
う
。

名
と
云
言
の
本
の
意
は
、
為ナ

リ

な
り
、
為ナ

リ

と
は
、
為ナ

り
た
る
さ

ま
状
を
云
フ
、
其ソ

は
常
に
為ヒ

ト

人ト
ナ
リと

云
も
為ナ

り
た
る
形サ

マ

状カ
タ
チと

云
事
、

又
物
の
形
を
那ナ

理リ

と
云
も
同
意
に
て
名
と
云
も
も
と
其
物
の
あ

る
状カ

タ
チな

り（
（5
（

、（
同
、
三
十
九
之
巻
）

　

こ
の
よ
う
に
上
代
人
は
対
象
物
を
見
聞
き
す
る
と
き
、
同
時
に

物
・
事
の
「
あ
る
か
た
ち
」
を
把
握
す
る
。
こ
の
場
合
、
物
・
事
と

い
う
言
葉
は
ご
く
一
般
的
な
意
味
合
い
で
使
わ
れ
る
。
一
例
と
し
て

「
意
と
事
と
言
は
相
称
へ
る
物
」、
即
ち
意
も
事
も
言
葉
も
物
で
あ
る
。

ま
た
「
万
ヅ
の
物
も
事
も
」
と
よ
く
言
う
。

万
ヅ
の
物
も
事コ

業ト

も
悉

コ
ト
ゴ
トに

皆
、
此
ノ
二
柱
の
産ム

巣ス

日ビ
ノ

大
御
神
の

産ム
ス
ビ霊

に
資ヨ

リ

て
成
リ
出
る
も
の
な
り（

（5
（

、（
同
、
三
之
巻
）

　

上
代
世
界
は
「
万
ヅ
の
物
と
事
」
の
集
ま
り
で
あ
る
。
宣
長
は
、

上
代
人
の
様
々
な
物
と
事
と
の
出
会
い
の
経
験
を
、
物
と
事
の
形

サ
マ
カ

状タ
チ

の
究
明
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
に
当
っ
て
宣
長

は
、
上
代
人
に
な
り
き
っ
て
、
上
代
人
に
見
え
た
ま
ま
の
世
界
の
あ

り
様
を
思
い
描
き
、
上
代
人
の
心
に
寄
り
添
っ
て
注
釈
す
る
。
上
代

人
に
な
り
き
ら
な
け
れ
ば
、
上
代
人
の
心
は
理
解
で
き
な
い
。
た
と

え
ば
黄
泉
国
で
伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
が
分
れ
る
場
面
で
こ
う

語
る
。汝

ミ
マ
シ
ノ

国ク
ニ

と
は
、
此
ノ
顕

ウ
ツ
シ

国グ
ニ

を
さ
す
な
り
、
抑
モ
御ミ

親
ミ
ヅ
カ
ラ

生ウ
ミ

成ナ
シ

給タ
マ
ヘる

国
を
し
も
、
か
く
他ヨ

ソ

げ
に
詔ノ

タ
マふ

、
生イ

キ

死シ
ニ

の
隔ヘ

ダ
タり

を
思
へ
ば
、
甚イ

ト

も
悲カ

ナ
シ哀

き
御ミ

言コ
ト

に
ざ
り
け
る（

（5
（

、（
同
、
六
之
巻
）

　

更
に
ま
た
倭
建
命
が
父
の
景
行
天
皇
か
ら
東
国
に
派
遣
さ
れ
る
場

面
で
こ
う
い
う
。

さ
ば
か
り
武タ

勇ケ

く
坐マ

ス

皇ミ

子コ

の
、
如カ

此タ

申
し
給
へ
る
御
心
の
ほ
ど

を
思
ヒ
度ハ

カ

り
奉
る
に
、
い
と
い
と
悲カ

哀ナ

し
と
悲カ

ナ
シ哀

き
御
語
に
ざ

り
け
る（

（5
（

、（
同
、
二
十
七
之
巻
）

　

こ
の
よ
う
な
言
語
と
経
験
へ
の
着
目
か
ら
、
古
伝
説
は
「
実

マ
コ
ト

事ノ
コ
ト」

で
あ
る
と
す
る
。

凡
て
神
代
の
伝ツ

タ

説ヘ
ゴ
トは

、
み
な
実

マ
コ
ト

事ノ
コ
トに

て
、
そ
の
然シ

カ

有ア

る
理
は
、

さ
ら
に
人
の
智サ

ト
リの

よ
く
知
ル
べ
き
か
ぎ
り
に
非
れ
ば
、
然サ

る
さ

か
し
ら
心
を
以
て
思
ふ
べ
き
に
非
ず（

（5
（

、（
同
、
六
之
巻
）

　

宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
の
随
所
で
右
の
よ
う
に
言
う
。
こ
の
場
合
、

実マ
コ
トと

は
何
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
に
宣
長
の
意
味
論
的
言
語
観
が

関
係
す
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
高
天
原
や
神
の
名
前
を
唱
え
れ

ば
、
上
代
の
人
々
に
高
天
原
が
立
ち
現
れ
、
神
々
が
現
れ
た
。
そ
の

経
験
は
実マ

コ
トの

事
だ
と
宣
長
は
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
伝
説
に

表
現
さ
れ
る
物
・
事
は
、
実
際
に
見
、
聞
き
、
嗅
ぎ
、
触
れ
て
経
験

し
た
物
・
事
と
し
て
、
上
代
の
人
々
に
と
っ
て
そ
の
通
り
に
実
在
し
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た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
事
の
さ
ま
を
、
よ
く
考
へ
見
れ
ば
、
隠
れ

た
る
上
代
の
、
実マ

コ
トの

あ
り
か
た
も
、
い
と
よ
く
知
ら
る
ゝ
こ
と
ぞ
か

し
」
と
言
う
。「
事
の
さ
ま
」
は
「
言モ

ノ

語イ
ヒ

の
さ
ま
」
で
あ
る
。
故
に

上
代
の
言
葉
か
ら
、
上
代
人
に
世
界
は
ど
う
現
れ
た
の
か
を
知
り
、

上
代
人
の
経
験
を
追
体
験
で
き
れ
ば
真
偽
は
判
断
で
き
る
と
言
う
の

で
あ
る
。
宣
長
に
と
っ
て
古
伝
説
が
真
実
で
あ
る
の
は
、
伊
邪
那

岐
・
伊
邪
那
美
命
や
倭
建
命
の
例
に
見
た
よ
う
に
、
上
代
人
の
経
験

を
宣
長
自
ら
が
そ
の
ま
ま
に
思
い
描
き
、
追
体
験
し
、
共
感
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。

　

更
に
宣
長
は
、
古
伝
説
は
事

コ
ト
ノ

実マ
コ
トを

伝
え
る
と
信
じ
た
。
た
と
え
ば

『
古
事
記
伝
』
二
十
九
之
巻
に
、
倭
建
命
の
「
能ノ

煩ボ

野ヌ

」
陵
の
場
所

を
特
定
し
よ
う
と
す
る
長
い
注
釈
が
あ
る
。
そ
の
記
述
は
自
ら
現
地

調
査
を
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
実
際
に
宣
長
は
現
地
調

査
を
し
た
の
で
あ
る
。
本
居
大
平
の
『
藤
の
と
も
花
』
に
は
、
宣
長

が
寛
政
元
年
三
月
に
名
古
屋
か
ら
の
帰
り
に
、
三
重
の
白
子
の
里
の

門
弟
の
家
に
宿
泊
し
て
調
査
し
た
様
子
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
現
地

調
査
で
遅
く
な
っ
て
、
夜
の
十
二
時
頃
に
門
弟
宅
に
到
着
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
る（

（5
（

。
更
に
宣
長
の
『
古
事
記
』
手
沢
本
に
は
能
煩
野
墓
の

地
図
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
地
図
作
成
の
元
に
な
る

調
査
の
メ
モ
が
あ
る（

（6
（

。
宣
長
が
上
代
人
の
言
語
表
現
に
追
究
し
た
も

の
は
、
地
図
の
持
つ
即
物
性
と
客
観
性
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

契
沖
も
「
訓ヨ

ム
テ二

言
語
等
ノ
字
ヲ

一

云
フ

二

末マ

古コ

登ト
ト

一

」（「
漢
文
序
」）
と
言

い
、
ま
た
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

心
の
い
つ
は
り
な
く
ま
め
や
か
な
る
を
は
、
ま
こ
ゝ
ろ
と
い
ひ
、

言
の
い
つ
は
り
な
き
を
、
ま
こ
と
ゝ
い
ふ
。
真
心
真
言
な
り（

（6
（

。

（『
万
葉
代
匠
記
』「
初
稿
本
惣
釈
」）

　

契
沖
は
「
真
言
」、
宣
長
は
「
実マ

コ
ト」

を
重
視
し
、
両
者
共
に
古
典

の
言
葉
に
真
実
を
見
た
。
古
典
研
究
の
過
程
で
宣
長
は
、
契
沖
の
背

後
に
あ
る
仏
教
言
語
思
想
に
出
会
い
、
独
自
の
言
語
観
を
確
立
し
た
。

従
っ
て
仏
教
は
宣
長
の
言
語
観
形
成
に
深
く
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

仏
教
言
語
思
想
と
宣
長
の
言
語
観
と
は
深
く
関
連
す
る
。
一
方
で

宣
長
は
仏
教
の
教
義
を
批
判
し
た
。
だ
が
そ
の
仏
教
批
判
は
ま
と
ま

っ
た
論
述
と
し
て
で
は
な
く
、
儒
教
批
判
に
付
随
し
て
か
、
あ
る
い

は
断
片
的
に
語
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
宣
長
と
仏
教
と
の
関
係
は

単
純
で
は
な
い
。
そ
の
仏
教
観
を
明
ら
か
に
す
る
に
当
っ
て
、
幾
つ

か
の
着
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。

　

先
ず
江
戸
期
前
半
に
儒
学
者
の
側
か
ら
の
仏
教
批
判
が
な
さ
れ
、

こ
れ
が
仏
教
界
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
、
護
法
思
想
が
発
展
し
た
と

さ
れ
る（

（6
（

。
宣
長
の
仏
教
批
判
は
、
こ
の
儒
学
者
か
ら
の
排
仏
思
想
を

踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
仏
教
批
判
に
関
連
し
て
宣

長
は
、『
玉
勝
間
』
で
富
永
仲
基
の
『
出
定
後
語
』
を
「
見
る
に
め
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117　契沖の仏教言語思想と本居宣長

さ
む
る
こ
ゝ
ち
す
る
事
お
ほ
し
」
と
し
て
激
賞
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、『
玉
勝
間
』
や
『
古
事
記
伝
』
等
に
見
え
る
仏
教
観
と
『
出
定

後
語
』
と
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
長
が
仏
教
の
ど
の

点
を
批
判
し
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
宣
長
は
、
法
事
で
は
念
仏
を
唱
え
、
浄
土
三
部
経
を
読
誦
す

る
等
、
浄
土
宗
徒
と
し
て
の
務
め
を
終
生
誠
実
に
果
た
し
た
。
そ
れ

は
『
紫
文
要
領
』
で
、
仏
教
信
仰
を
「
世
間
普
通
の
風
儀
人
情
」
と

捉
え
た
こ
と
と
関
連
す
る
。
更
に
宣
長
は
、
仏
教
言
語
思
想
を
自
ら

の
言
語
観
形
成
に
取
り
込
ん
だ
。
仏
教
は
哲
学
的
思
考
と
そ
れ
を
表

現
す
る
語
彙
に
富
む
。
宣
長
は
仏
教
の
こ
の
面
に
注
目
し
、
自
覚
的

に
そ
の
思
想
を
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宣
長
は
、
仏
教

批
判
者
で
且
つ
熱
心
な
浄
土
宗
徒
で
あ
り
、
ま
た
別
の
面
で
は
仏
教

言
語
思
想
の
継
承
者
で
あ
る
。

　

宣
長
と
仏
教
と
の
関
係
は
未
開
拓
な
研
究
分
野
で
あ
る
。
本
稿
は

こ
の
関
係
を
、
言
語
思
想
に
絞
っ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
今

後
、
本
稿
で
の
考
察
を
更
に
深
め
て
行
き
た
い
。
ま
た
宣
長
に
は
本

稿
で
全
く
触
れ
な
か
っ
た
『
て
に
を
は
紐
鏡
』
等
の
「
係
り
結
び
」

研
究
や
、『
字
音
仮
名
用
格
』
等
の
音
韻
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

研
究
と
今
回
考
察
し
た
言
語
観
と
の
繫
が
り
の
検
討
も
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

注
（
1
）	

久
松
潜
一
『
契
沖
伝
』（
至
文
堂
、
一
九
六
九
）、
築
島
裕
他

『
契
沖
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）、
井
野
口
孝
『
契
沖
学
の

形
成
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
）
等
を
参
照
。

（
2
）	

乾
善
彦
「
宣
長
の
見
た
浪
華
の
学
僧
契
沖
」（『
上
方
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
二
、
二
〇
〇
一
）
参
照
。

（
3
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
巻
、
一
四
頁
。

（
4
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
二
七
頁
。

（
5
）	

同
前
、
六
頁
。

（
6
）	

『
契
沖
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
四
頁
。　

（
7
）	

「
漢
文
序
」
は
『
契
沖
全
集
』
第
十
巻
。
一
〇
九
〜
一
一
一
頁

に
あ
る
。
以
下
で
は
そ
の
引
用
頁
を
表
示
し
な
い
。
ま
た
原
文
の
ま

ま
引
用
す
る
場
合
、
原
文
の
句
読
点
の
う
ち
「
〇
」
を
「
、
」
に
修

正
し
た
（
以
下
同
）。

（
8
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
三
巻
、
五
六
五
〜
五
六
八
頁
。

（
9
）	

俱
舎
・
唯
識
思
想
に
つ
い
て
は
、
桜
部
建
『
俱
舎
論
の
研
究
』

（
法
蔵
館
、
一
九
六
九
）、
横
山
紘
一
『
唯
識
の
哲
学
』（
平
楽
寺
書

店
、
一
九
七
九
）、
同
『
唯
識
と
は
何
か
』（
春
秋
社
、
一
九
八
六
）、

同
「
仏
教
の
言
語
観
」（
一
）（
二
）（『
三
蔵
』
一
〇
七
、
一
〇
八

所
収
、
一
九
七
五
）、
結
城
令
聞
『
結
城
令
聞
著
作
選
集
』
第
二
巻

（
春
秋
社
、
一
九
九
九
）
を
主
に
参
照
。　

（
10
）	
『
日
本
随
筆
大
成 

第
二
期
16
』
四
五
五
頁
。
神
田
喜
一
郎
は

『
墨
林
間
話
』
の
「
契
沖
の
漢
学
」
の
中
で
、「
窺
二

諸
宗
章
疏
一

」
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と
は
真
言
宗
以
外
の
他
宗
の
書
物
を
も
広
く
読
ん
だ
こ
と
だ
と
言
う
。

（
11
）	
『
国
訳
一
切
経
』
毘
曇
部
七
、
三
〇
四
〜
三
〇
五
頁
。

（
12
）	
『
国
訳
一
切
経
』
毘
曇
部
九
、
一
〇
〇
〇
頁
。

（
13
）	

『
往
生
要
集
（
上
）』（
岩
波
文
庫
）
二
一
五
頁
。

（
14
）	

『
浄
土
宗
全
書
』
第
七
巻
、
二
七
二
頁
。

（
15
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
三
七
頁
。

（
16
）	

『
日
本
書
紀
』
の
語
彙
検
索
は
『
日
本
書
紀
総
索
引
』（
角
川
書

店
、
一
九
六
四
〜
一
九
六
八
）、
そ
の
訓
み
は
『
新
訂
増
補
国
史
大

系 

日
本
書
紀
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
〜
一
九
六
七
）
に
よ
る
。

（
17
）	

『
国
訳
大
蔵
経 

論
部
』
第
十
一
巻
・
阿
毘
達
磨
俱
舎
論
、
一
五

〜
一
六
頁
。

（
18
）	

同
前
、
三
四
五
頁
。

（
19
）	

『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
二
巻
（
筑
摩
書
房
）
二
六
五
〜
二

六
六
頁
。

（
20
）	

『
声
字
実
相
義
』
に
つ
い
て
は
『
空
海
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
』（
ち

く
ま
学
芸
文
庫
）、
宮
坂
宥
勝
「
空
海
の
言
語
哲
学
」（『
エ
ピ
ス

テ
ー
メ
ー
』
一
九
七
六
年
七
月
号
、
朝
日
出
版
社
）
等
を
参
照
。

（
21
）	

『
契
沖
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
一
頁
。

（
22
）	

『
契
沖
全
集
』
第
十
巻
、
一
一
四
頁
。

（
23
）	

『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
四
巻
、
四
〇
八
〜
四
〇
九
頁
。

（
24
）	

『
契
沖
全
集
』
第
一
巻
、
二
一
六
頁
。

（
25
）	

吉
川
幸
次
郎
『
読
書
の
学
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇

七
・
初
版
一
九
七
五
）
三
七
二
頁
を
参
照
。

（
26
）	

五
十
音
図
に
つ
い
て
は
、
山
田
孝
雄
『
五
十
音
図
の
歴
史
』

（
宝
文
館
、
一
九
三
八
）、
馬
淵
和
夫
『
五
十
音
図
の
話
』（
大
修
館

書
店
、
一
九
九
三
）
等
を
参
照
。

（
27
）	

『
契
沖
全
集
』
第
十
巻
、
一
一
四
頁
。

（
28
）	

『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
二
巻
、
五
四
九
頁
。

（
29
）	

悉
曇
学
に
つ
い
て
は
主
に
馬
淵
和
夫
『
韻
学
史
の
研
究
』
Ⅰ

〜
Ⅲ
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
二
〜
一
九
六
五
）、
清
田
寂
雲

「
悉
曇
学
入
門
」（『
叡
山
学
報
』
二
一
・
二
二
号
、
一
九
六
一
）
等

を
参
照
。　

（
30
）	

『
契
沖
全
集
』
第
十
巻
、
一
一
四
頁
。

（
31
）	

『
大
正
蔵
』
第
七
十
巻
、
五
〇
三
頁
下
（
筆
者
書
き
下
し
）。

（
32
）	

『
勧
化
求
道
集
』
巻
四
（
享
保
八
年
・
一
七
二
三
）、
九
丁
裏
〜

十
丁
表
。

（
33
）	

井
上
尚
実
「「
群
萌
」
あ
る
い
は
「
蜎
飛
蠕
動
之
類
」」（
日
本

佛
教
学
会
第
八
七
回
学
術
大
会
、
二
〇
一
七
）
を
参
照
。

（
34
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
巻
、
五
頁
。

（
35
）	

同
前
、
一
二
一
頁
、
一
二
三
頁
。

（
36
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
四
巻
、
五
七
頁
。

（
37
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
巻
、
一
〇
〇
頁
。

（
38
）	

時
枝
誠
記
「
契
沖
の
文
献
学
の
発
展
と
仮
名
遣
説
の
成
長
及
び

そ
の
交
渉
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
学
論
纂
』
一
九
三
二
）、
築
島
裕

『
歴
史
的
仮
名
遣
い
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
）
を
参
照
。

（
39
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
二
六
頁
。
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119　契沖の仏教言語思想と本居宣長

（
40
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
、
三
九
五
頁
。

（
41
）	
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
巻
、
三
四
頁
。

（
42
）	
尼
ヶ
崎
彬
「
心
詞
の
戦
略

─
定
家
歌
論
の
本
質
」（『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
三
三
巻
一
三
号
、
一
九
八
八
・
一
一
）
一
〇

八
頁
。

（
43
）	

『
新
古
典
文
学
全
集 

近
世
随
想
集
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
）

所
収
『
排
蘆
小
船
』
三
〇
二
頁
頭
注
。

（
44
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
三
三
頁
。

（
45
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
一
巻
、
二
二
〇
頁
。

（
46
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
三
巻
、
四
八
二
頁
。

（
47
）	

『
国
訳
大
蔵
経 

論
部
』
第
十
巻
・
成
唯
識
論
、
三
七
二
〜
三
七

三
頁
。

（
48
）	

Ｒ
・
Ｈ
・
ロ
ウ
ビ
ン
ズ
『
言
語
学
史
』（
研
究
社
出
版
、
一
九

九
二
）、
ガ
イ
・
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
『
言
語
が
違
え
ば
、
世
界
も
違
っ

て
見
え
る
わ
け
』（
イ
ン
タ
ー
シ
フ
ト
、
二
〇
一
二
）
等
を
参
照
。

（
49
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
三
三
頁
。

（
50
）	

同
前
、
一
二
三
〜
一
二
四
頁
。

（
51
）	

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
『
言
語
と
精
神
』

（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
）、
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー

『
シ
ン
ボ
ル
・
技
術
・
言
語
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
）
を

参
照
。

（
52
）	

大
森
荘
蔵
『
言
語
・
知
覚
・
世
界
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
）、

同
『
物
と
心
』（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
六
）、
黒
田
亘
『
経
験
と
言

語
』（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
五
）
を
参
照
。

（
53
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
一
二
一
頁
。

（
54
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
二
巻
、
一
八
六
頁
。

（
55
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
一
二
九
頁
。

（
56
）	

同
前
、
二
五
五
頁
。

（
57
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
一
巻
、
二
一
九
頁
。

（
58
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
二
三
八
頁
。

（
59
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
別
巻
三
所
収
『
藤
の
と
も
花
』
二
〇

〜
二
一
頁
。

（
60
）	

松
阪
市
の
本
居
宣
長
記
念
館
吉
田
館
長
の
ご
教
示
に
よ
る
。
宣

長
の
資
料
は
記
念
館
で
展
示
さ
れ
た
。

（
61
）	

『
契
沖
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
四
頁
。

（
62
）	

柏
原
祐
泉
「
近
世
の
排
仏
思
想
」（『
日
本
思
想
大
系
57 

近
世

仏
教
の
思
想
』
解
説
）、
源
了
圓
「
近
世
儒
者
の
仏
教
観
」（『
仏
教

の
比
較
思
想
論
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
所
収
）
参

照
。

�

（
佛
教
大
学
大
学
院
）
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